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中国電力に対し島根原発の稼働中止を求
めて申し入れ。原発のすぐ近くにある活
断層の危険性や核燃料サイクルの破たん
を指摘。「原発ゼロ」の実現に向け全力で
取り組みます。

毎議会で一度も
欠かすことなく
質問に立つ

毎議会で一度も
欠かすことなく
質問に立つ

ウソの領収書や飲み食いに使用す
るなど、島根県議会でも政務活動
費の不正が相次いで発覚。徹底解
明と使途の厳格化を議長に繰り返
し要求。

2018年４月の県西部地震によっ
て土砂崩れが発生し、通行止めに
なった佐田町の県道を調査。住民
から要望を聞き取り、県に対応を
要求。

廃止が報じられたＪＲ三江線
（既に廃線）に乗車し、通学や
通院で利用する高校生や高齢者
から意見を聞き、寄せられた声
を議会でも紹介。

2016年１月、砂浜の浸食が進
み、対策が求められている出
雲市の外園海岸を地元住民と
ともに現地調査。議会質問で
も取り上げて対策を要求しま
した。

保育料の軽減を求める署名活動
に、子育て中の保護者仲間ととも
に取り組み出雲市長あてに提出し
ました。県議会でも子育て支援の
充実を粘り強く訴えています。

保育や介護の現場で働くみなさん
と、保育士の処遇改善や障がい児
保育の充実、待機児童の解消、介
護職場の労働環境の改善などを求
めて毎年、県と交渉しています。

安倍政権が強行した憲法違反の安
保法制（戦争法）を廃止するため
の市民集会に参加。「戦争する国
づくりはさせない」と市内をパ
レード。
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心一つにいっしょに前へ心一つにいっしょに前へ
市民と共闘。力合わせ

日本共産党員の両親をみ
て育ち、小学校の卒業文
集には「共産党に入って
世の中を変える」と書き、
先生を驚かせたことも。
大学に進み「社会のため
に何かしたい」と自らの
意志で日本共産党に入党
しました。
（父知行、兄圭介とともに日御碕
の海水浴場にて）

学生時代の４年間、ファ
ミレスの厨房でアルバイ
ト。調理の腕と粘り強さ
には定評がありました。
大学卒業後、島根三洋工
業（現パナソニックＥＳ
ソーラーシステム製造）
で、携帯電話やパソコン
などの最先端の仕事にか
かわり、やりがいを感じ
ながら働きました。
（得意のチャーハンを調理中）

2005年、合併後初の市
議選に立候補し当選。「若
いのに大丈夫か？」との
声をよそに奮闘。この間
の議員活動には保守系の
ベテラン議員からも「よ
うがんばる。さすが共産
党だ」との声が。議席の
重みを感じながら奮闘す
る毎日でした。
（初当選当時、古志橋東詰交差点
にて）

仁美さんと結婚し、今で
は６児の父親となりまし
た。家庭のあたたかさを
実感すると同時に、子育
ての大変さや政治の責任
を一層感じるようになり
ました。夢と希望の持て
る平和な社会をめざし、
毎日の活動にも一層力が
入ります。
（夏休み、隠岐・西ノ島町へ家族
で旅行）

２５歳で市議に
議席の重み感じて

結婚。家族を守る
父親の自覚に立って

学生時代のアルバイト
粘り強さに定評

明るく元気な少年時代
文集に「共産党に入る」

Background

Creed 陽介陽介大国大国 歩んできた道
私の信条

浸食がすすむ外園海岸
を調査

ＪＲ三江線、利用者か
ら声を聞く

地震被害を調査（佐田
町）

保育料引き下げ署名戦争法の廃止を求め
てデモ行進

みなさんと県へ申し
入れ保育・介護の現場で働

く

中国電力へ
原発ゼロを求めて

政務活動費申し入れ

住民の立場でどこまでも住民の立場でどこまでも清潔、ブレない。
原発ゼロへ！


